
の増大とともに,食肉類の下顎白歯のサイズ比は,他の

多くの晴乳類で知られる一般的なパターンから外れる

傾向がみられた.以上のことから,食肉類は臼歯形態に

おいて高い可塑性を持っており,そのために多様な形態

を進化させてきた可能性が考えられた.

1-2霊長類の網膜黄斑に特異的に発現する遺伝子群の

同定

古川資久,井上達也 ((財)大阪バイオサイエンス

研究所)

対応者 :大石高生

ヒトを含めた霊長類の網膜は中心部に黄斑という

特徴的な構造をもつ.黄斑部では,視細胞の中でも錐体

細胞が高密度に存在し,これにより黄斑構造を持つ生物

は良好な視力が得られる.実際,近年日本を含む先進国

で増加傾向にある加齢性黄斑変性症などの黄斑疾患は,

血流な視力低下や失明の原因となっている.これまで,

炎斑発生の分子メカニズムついての報告はほとんどみ

られない.われわれは,黄斑発生に関わる遺伝子群の同

定を目的として,周産期のアカゲザルの網膜を黄斑部と

周辺部に分けて採取し,それぞれの総RNAについてマ

イクロアレイを用いて迫伝子発現を比較した.現在のと

ころ,30遺伝子のうち9遺伝子については少なくとも

iG･斑部の視細胞屑に高い発現を認めた.これらのうち,

我々はSREBP2(sterolregulatoⅣelementbindingprotein

2)に廿日している.SREBP2は脂質代謝に関わる遺伝子

仰の発現を広範に制御することが知られる転写因子で

あり,insituハイブリダイゼーションによってマウス綱

凡刺こおいても発生期視細胞に発現を認める.現在

SREBP2のDNA･結合ドメインであるbHLH-ZIPドメイ

ンにEngrailedのリプレッサードメインを融合したドミ

ナントネガティブ変異体を作製し,これを網膜視細胞で

強制発現するトランスジェニックマウスを作製し解析

中である.

1-3各種霊長目における四肢運動機構の機能形態学的

解析

大石元治,浅利昌男 (麻布大 ･獣医)

対応者 :毛利俊雄

各種霊長類における四肢運動機能を研究する一環

として,昨年度より大型類人猿の前肢筋の発達 (-筋の

質畳)と,発揮筋力 (-筋の生理学的断面積pCSA)に

着目し,研究を行っている.本年度は,昨年度のオラン

ウータンに引き続き,チンパンジー (成体,1個体)港

解剖する機会を得た.チンパンジーは,オランウータン
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に比べ地上傾向が強いことから,両種の間には,前肢筋

の発達や発揮筋力に違いがあることが予測され,それぞ

れに関連する筋質量やPCSAといった筋パラメータに

も影響があるものと考えられる.本研究では,各筋の肪

質量とPCSAを,それぞれの前肢筋の総和で割ることに

より,各値の比率を算出し,比較を試みた.特に,舛映

深い結果として,肘関節の屈筋のなかでも,オランウー

タンの-関節筋である上腕筋と腕槙骨筋が,チンパンジ

ーよりも相対的に大きな筋質量とPCSAをもち,一方,

チンパンジーでは,肘関節の伸筋と屈筋の両方において,

二関節筋である上腕三頭筋長頭,上腕二頭筋短頭が,オ

ランウータンよりも相対的に大きな筋質量をもづ傾向

が認められた.今後,類人猿を解剖する機会があれば,

標本数を増やし,今回認められた差異が,ロコモーショ

ンの差異を反映しているかをさらに検討していきたい.

1-4ニホンザル腰神経叢の観察

時田幸之輔 (埼玉医科大 ･短期大)

対応者 :毛利俊雄

前年度のカニクイザル腰神経叢の観察に引き続き,

今年度はニホンザル腰神経叢の観察を行った.Ll:脱壁

に進入し外側皮枝(Rcl)を分枝した後,側腹壁の内股斜筋

(Oi)と腹横筋(Ta)の間 (第2-3眉間)を走行し,脱直筋鞘

に入る.腹直筋の後面から筋枝を与えた後,この筋をff

いて前皮枝(Rca)を分枝する.これは標準的な肋間神経

と同様な経路と言える.L2:L3-の交通枝を分枝した後,

Rclを分枝,側腹壁の第 2-3眉間を走行し股班筋鞘に入

りRcaを分枝する.このRcaは錐体筋筋枝も持つ.L3:L4

-の交通枝,側腹壁の第2-3眉間を走行し錐体筋筋枝と

なる枝(RPy),大腰筋の内側を貫き,筋の表面を下降し,

深鼠径輪の外側でTaを貫きRPyと吻合する細枝の3枝

に分岐する.L4:外側大腿皮神経,大腿神経(F)に参加す

る枝,閉鎖神経(o)に参加する枝の3枝に分岐する.L5:ド

に参加する枝と0に参加する枝の2校に分岐する.今

後は,他の霊長類の腰神経叢の観察を続けると共に,錐

体筋支配神経の比較解剖学的検討を行っていきたい.

2-1霊長類を用いた ｢癖血 (おけつ)｣病態の分子生理

学 ･分子生物学的解明

後藤博三 (富山大 ･医学薬学研究部),

対応者 :中村伸

これまでの検討から,｢癖血｣病態を改替する漢方
薬が,サルモデルの肝組織の低酸素応答関連因子の迫伝

子発現に影響を及ぼすことを明らかにした.そこで,糖

尿病や腎疾患モデルで有効性の認められている八味地



苅丸を用い,培弟血管内皮細胞における低酸素応答関連
因子の迫伝子発現を検討した.

八映地六･九は市販のエキス原末を使用した.培Ire細

胞はTR･BE細胞(rat上大静脈血管内皮細胞)を用いた.

八映地A･丸 100FLg/mlを増発細胞に添加し,低地楽負荷

(N294%,COz5%,021%)下で増発し,0136棚 引こわ

たり経時的に低酸窮誘きfT因子であるHIF･1α,HTF-2α,

vEGFR12,VEGFR-3,CD31,Tie12をRT･PCR法により

測定した.その結果,八味地苅丸を旅加していない対照

群では,経時的にHIF-1α,HIF-2α発現の増加を認めた

が,八味地fIPl'丸添加群ではHIFの増加を認めなかった.

また,HIFの下流に存在するVEGFR-2,VEGFR-3,CD31,

Tie-2においても,同様の結果であった.

今回の検討により,八味地黄丸は低酸素負荷に対す

る血管内皮細胞の保護作用を有すると考えられた.動脈

硬化症病巣において,低酸素は血管平滑筋の増殖と遊走

を促進し,動脈硬化の内膜肥厚の一因であることが報告

されている.このことから,八味地黄丸の抗動脈効果作

用の作用機序の一つに低酸素応答因子-の関与が示唆

された.

2-2サル類の加齢に伴う自然発生病変の病理学的解析

山手丈至 (大阪府立大 ･院 ･生命環境)

対応者 :中村伸

バイオメディカル研究におけるサル煩のモデル動

物としての有用性を確立する目的で,老齢のニホンサル

雌に自然発生した 3種の臆病性病変の病理学的解析を

行った.サルでは初発例となる腹膜悪性中皮腫の病理学

的特性を明らかにし,胸膜に好発するアスベスト暴露が

原因となるヒトの悪性中皮腫とは発生部位が異なるこ

とを示した.さらに,牌に発生した血管腫について,こ

の腫癌は,血管内皮とマクロファージの双方の特性を有

する胆洞を構成するユニークな壁細胞に由来する壁細

胞血管腫(littoralcellangioma)であることを明らかにし

た.この腫癌は,ヒトでの発生は極めて少なく,犬や桁

での報告はなく,サルでは初めての症例であることを示

した 【11.さらに,肝癌について,その細胞特性を免疫

組織化学的に郎析し,構成細胞は脱分化状憶の肝細胞の

特性があることをnj7らかにした.ヒトを含めた仰乳動物

種関の様々な疾病を比較柄理学的に郎析することは,動

物固有の生物学的特性の解明に繋がると考える.腫癌を

含めたサル矧 こ見出される種々の加齢性病変を解析す

ることは,サル叛の生態を明らかにする上で大変意義が

ある.【1]YamateJ,IzawaT,KuwamuraM,MitsunagaF,and

NakamuraS.2009.ⅥsofbmativeDisorder,Resembling
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LittoralCellAngiomaortheSpleeninaGeriatricJapanese

Macaque(Macaca/LISCare).VetPathol(impress).

2-3霊長類のエネルギー節約迫伝子

竹中晃子 (名古屋文理大 ･健康生活)

対応者 :中村仲

エネルギー倹約迫伝子は食物が乏しい環境下では

有利に働くが,過剰の場合には肥満を引き起こす変異遺

伝子のことである.P3アドレナリン受容体 (ADRB3)

は寒冷,食物摂取などの刺激により,順肪細胞から脂肪

を分解し,生じた脂肪酸によりUCPl(脱共役タンパク

質)を活性化し熱産生を行う.これまで調べた各種136

頭の霊長類全てがArg64倹約型であった.一方Ucplの

遺伝子は5'非翻訳領域の-112がAからCに変異すると

発現丑が 1/3に低下するため,発熱丑が低下する.日本

人のCの頻度は4%である.各種非ヒト忠長柄 139頭で

は全てが A型をもっていた.このことから,非ヒト霊

長類はアドレナリン受容体の機他を低下させ,脂肪分解

を抑制していたが,その情和の下流にあるUCPl迫伝子

の発現を抑制することなく効率的に熱)72i生していたこ

とが明らかになった.さらにPP̂R†は仏経井細胞から脂

肪細胞に分化訴鞘し,前脂肪食下ではインスリン抵抗性

因子を放出させる.このmR†のPro12Ala変矧ま日本人

で4%,コーカソイドで20%の頗皮でありインスリン抵

抗性を改野するが,103頭の各種丑長柳では全て Pro12

型であった.野生滋長手訓ま市脂AJ)-食を摂政できるときに

有利に脂肪として許椛することが明らかとなった.

3-1野生ニホンザルの幼年期における毛づくろい前の

音声使用

菅谷和沙 (神戸学院大 ･院 ･人間文化学)

対応者 :半谷吾郎

ニホンザルは毛づくろいを円附に進めるために

様々な音声を用いることが知られているが,音声使用の

学習過程については十分に調べられてこなかった.そこ

で本研究では,離乳前のアカンボウがどのように音声使

用を学習するかを検証した.

2008年4月から9月に,鹿児島県屋久島に生息す

るニホンザルのアカンボウ (雌雄3頭ずつ)を個体追跡

し,デジタルビデオカメラを用いて毛づくろい前の行動

を中心に記録した.

調査の結果,毛づくろい前の音声使用は,生後3カ

月ごろまでに学習されることが明らかになった.これは,

リップスマッキング,ハグハグ,催促行動などが現れる

のと同時期である.


